
名
誉
教
授
田
中
克
彦
著
作
目
録
（
抄
）

　
　
　
　
【
論
文
】
（
著
菩
に
収
録
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
の
み
を
挙
ぐ
）

一
九
六
〇
年
　
　
十
七
世
紀
モ
ン
ゴ
ル
史
書
シ
ャ
ラ
・
ト
ー
ジ
と
そ
の
周
辺
『
一
橋
研
究
』
第
六
号
（
修
士
論
文
の
抄
録
で
あ
る
本
篇
は
ソ
連
邦
科
学
ア

　
　
　
　
　
　
カ
デ
、
、
、
1
．
シ
ベ
リ
ア
支
部
紀
要
ζ
｝
畠
o
毒
亭
；
o
；
實
岩
…
＝
曾
自
昌
昌
…
貝
①
胃
o
彗
壬
g
＞
o
婁
ウ
ラ
ン
・
ウ
デ
　
一
九
六

　
　
　
　
　
　
二
年
に
お
い
て
詳
し
く
紹
介
さ
れ
た
）

名誉教授田中克彦著作目録（抄）（199）

一
九
六
一
年

ω
暮
冨
弩
彗
凹
旨
彗
己
～
の
モ
ン
ゴ
ル
語
訳
に
つ
い
て
『
一
橋
論
叢
』
四
五
巻
六
号

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
文
化
活
動
家
ー
チ
目
カ
ン
・
ワ
リ
ハ
ー
ノ
フ
の
こ
と
『
一
橋
研
究
』
第
七
号
（
こ
の
さ
さ
や
か
な
一
篇
は
、
「
ロ
シ

ア
語
版
に
な
つ
て
ア
ル
マ
ア
タ
で
出
版
さ
れ
、
同
共
和
国
の
科
学
界
に
大
き
な
関
心
を
呼
ん
で
い
る
」
と
タ
ス
通
信
は
報
じ
た
（
一
九

六
三
年
五
月
二
七
日
ア
ル
マ
ア
タ
発
1
『
ア
カ
ハ
タ
』
六
月
三
日
付
）
。
タ
ス
通
信
は
さ
ら
に
続
け
て
、
「
日
本
の
学
者
田
中
氏
は
、

ワ
リ
ハ
ー
ノ
フ
に
関
す
る
出
版
物
を
ほ
と
ん
ど
も
ら
さ
ず
利
用
し
、
多
方
面
に
わ
た
る
そ
の
活
躍
を
客
観
的
に
と
ら
え
て
い
る
」
と
賞

賛
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
の
も
の
で
も
な
い
。
し
か
し
、
ワ
リ
ハ
ー
ノ
フ
に
つ
い
て
外
国
で
書
か
れ
た
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
論
文
で
あ

り
、
今
も
そ
う
で
あ
ろ
う
。
）

一
九
六
二
年
　
　
ア
ル
タ
イ
語
の
指
尺
語
彙
に
つ
い
て
『
民
族
学
研
究
』
二
六
巻
第
四
号

一
九
六
三
年
　
　
ゲ
セ
ル
物
語
の
モ
ン
ゴ
ル
語
書
写
版
諸
版
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
『
一
橋
諭
叢
』
五
〇
巻
一
号
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一
九
六
四
年

一
九
六
八
年

一
九
七
一
年

一
九
七
二
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
七
七
年

一
九
七
九
年

一
九
八
O
年

一
九
八
八
年

一
九
八
九
年

ブ
リ
ヤ
ー
ト
ロ
承
ゲ
セ
ル
物
語
に
あ
ら
わ
れ
た
二
つ
の
文
化
層
『
民
族
学
研
究
』
二
九
巻
三
号

モ
ン
ゴ
ル
、
中
央
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ン
ド
起
源
の
難
題
モ
チ
ー
フ
の
伝
播
に
つ
い
て
『
東
京
外
国
語
大
学
論
集
』
一
一
号

戦
後
圓
本
に
お
け
る
言
語
学
の
状
況
『
文
学
』
九
月
号

北
方
系
神
話
に
つ
い
て
『
文
学
』
二
号
（
一
九
七
七
年
　
伊
藤
清
司
・
大
林
太
良
編
『
日
本
神
話
研
究
－
　
日
本
神
話
の
世
界
』
学

生
社
に
収
録
）

言
語
学
と
言
語
的
現
実
『
思
想
』
二
月
号

モ
ン
ゴ
ル
神
話
と
目
本
神
話
（
大
林
太
良
編
『
日
本
神
話
の
比
較
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
　
所
収
）

科
学
論
と
し
て
の
ソ
ビ
エ
ト
言
語
学
論
争
（
『
言
語
に
お
け
る
恩
想
性
と
技
術
性
』
エ
ネ
ル
ゲ
イ
ア
刊
行
会
　
所
収
）

カ
ラ
ン
ダ
ー
シ
　
　
借
用
の
構
造
（
金
子
幸
彦
編
『
ロ
シ
ア
の
恩
想
と
文
化
』
恒
文
社
　
所
収
）

モ
ン
ゴ
ル
に
お
け
る
乳
製
品
を
あ
ら
わ
す
語
彙
に
つ
い
て
『
一
橋
論
叢
』
三
月
号

北
方
民
族
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
（
『
講
座
　
日
本
の
民
俗
宗
教
4
　
巫
俗
と
俗
信
』
弘
文
堂
　
所
収
）

「
8
≦
且
ω
o
q
雪
σ
雪
と
社
会
言
語
学
ー
い
か
に
私
は
ξ
9
ω
o
目
胃
σ
胃
を
読
む
か
（
『
ド
イ
ツ
語
教
育
部
会
会
報
』
一
八
）

言
語
・
エ
ト
ノ
ス
・
国
家
（
『
言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
』
東
京
犬
学
出
版
会
　
所
収
）

↓
す
①
－
旦
o
o
－
o
o
q
｝
o
｛
z
與
巨
o
＝
巴
凹
コ
o
ω
↓
與
8
ピ
與
目
o
目
一
』
凹
o
q
ρ
雪
冒
o
δ
冒
｝
8
㎞
き
｛
旨
s
§
s
－
♀
ω
o
o
ざ
－
ω
§
、
討
㎞
一
く
o
－
・
昌
一
z
o
・
一
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（201）　名誉教授田中克彦著作目録（抄）

一
九
九
四
年
　
　
ア
ガ
草
原
を
め
ざ
し
て
（
岩
波
書
店
編
『
わ
た
し
の
海
外
旅
行
術
』
岩
波
同
時
代
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
　
所
収
）

　
　
　
　
　
　
ア
ウ
ス
バ
ウ
（
造
成
）
の
な
か
の
民
族
（
黒
田
悦
子
『
民
族
の
出
会
う
か
た
ち
』
朝
日
選
書
所
収
）

一
九
九
六
年
　
　
国
語
の
形
成
（
岩
波
講
座
『
現
代
社
会
学
5
　
知
の
社
会
学
－
言
語
の
社
会
学
』
　
所
収
）

一
九
九
七
年
　
　
、
一
冒
語
学
の
日
本
的
受
容
ー
ガ
ー
ベ
レ
ン
ツ
、
ソ
シ
ユ
ー
ル
、
上
田
万
年
1
（
田
中
、
山
脇
、
糟
谷
編
『
言
語
・
国
家
・

　
　
　
　
　
　
カ
』
「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
相
関
社
会
科
学
4
」
新
世
社
）

　
　
　
　
【
著
書
】

一
九
七
一
年

一
九
七
三
年

一
九
七
五
年

一
九
七
八
年

一
九
八
O
年

一
九
八
一
年

一
九
八
三
年

一
九
八
五
年

『
草
原
と
革
命
』
晶
文
社
（
一
九
八
五
年
・
新
版
、
恒
文
社
）

『
草
原
の
革
命
家
た
ち
－
モ
ン
ゴ
ル
独
立
へ
の
道
1
』
中
公
新
書
＝
＝
一
（
一
九
九
〇
年
・
増
補
新
版
）

『
言
語
の
思
想
－
国
家
と
民
族
の
こ
と
ぱ
－
』
N
H
K
ブ
ヅ
ク
ス
ニ
四
六

『
一
言
語
か
ら
み
た
民
族
と
国
家
』
岩
波
現
代
選
書
二
二
（
一
九
九
一
年
・
岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
八
一
）

『
こ
と
ぱ
の
差
別
』
人
間
選
書
三
七
、
農
山
漁
村
文
化
協
会

『
こ
と
ば
と
国
家
』
岩
波
新
書
一
七
五

『
法
廷
に
た
つ
言
語
』
恒
文
社
（
一
九
九
二
年
・
増
補
新
版
『
こ
と
ば
の
自
由
を
も
と
め
て
』
福
武
文
庫
）

『
チ
ヨ
ム
ス
キ
ー
』
二
十
世
紀
思
想
家
文
庫
二
、
岩
波
書
店
（
一
九
九
〇
年
・
岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
一
。
フ
リ
ー
二
九
）

『
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
』
岩
波
新
書
二
九
二
（
H
・
ハ
ー
ル
マ
ン
と
共
著
）

そ
し
て
権
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一
九
八
九
年
　
　
『
国
家
語
を
こ
え
て
』
筑
摩
書
房
（
一
九
九
三
年
・
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）

一
九
九
二
年
　
　
『
モ
ン
ゴ
ル
ー
民
族
と
自
由
』
岩
波
同
時
代
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
一
：
一

一
九
九
三
年
　
　
『
昔
目
語
学
と
は
何
か
』
岩
波
新
書
三
〇
三

　
　
　
　
　
　
『
こ
と
ば
の
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
人
間
選
書
：
ハ
八
、
農
山
漁
村
文
化
協
会

一
九
九
六
年
　
　
『
名
前
と
人
間
』
岩
波
新
書
四
七
二

　
　
　
　
【
翻
訳
】

一
九
六
七
年
　
　
ワ
ル
タ
ー
・
ハ
イ
シ
ツ
ヒ
『
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
と
文
化
』
岩
波
書
店

一
九
六
七
・
六
九
年
　
　
バ
ダ
ム
ハ
タ
ン
『
フ
ブ
ス
グ
ル
地
方
の
ト
ナ
カ
イ
遊
牧
民
の
生
活
形
態
の
あ
ら
ま
し
』
そ
の
一
、
そ
の
二
、
『
北
ア
ジ
ア
民
族
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
論
集
』
第
四
集
、
第
六
集
　
北
ア
ジ
ア
民
族
学
研
究
会
　
金
沢

一
九
七
一
年
　
　
ウ
ノ
・
ハ
ル
ヴ
ァ
『
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム
ー
ア
ル
タ
イ
系
諸
民
族
の
世
界
像
』
三
省
堂
（
一
九
八
九
年
．
新
版
）

　
　
　
　
　
　
　
チ
目
イ
パ
ル
サ
ン
他
『
モ
ン
ゴ
ル
革
命
史
附
・
ス
ヘ
バ
ー
ト
ル
の
生
涯
』
未
来
社

一
九
八
一
年
　
エ
ゥ
ジ
一
ニ
ォ
ニ
セ
リ
ゥ
『
う
っ
り
ゅ
く
こ
そ
こ
と
ぱ
な
れ
ー
サ
ン
ク
ニ
ー
．
デ
イ
ァ
ク
ロ
ニ
ー
．
ヒ
ス
ト
リ
ァ
』
一
か
め
い
た

　
　
　
　
　
　
　
か
し
　
と
共
訳
）
ク
回
ノ
ス

一
九
九
六
年
　
　
メ
ン
ヒ
ェ
ン
H
ヘ
ル
フ
ェ
ン
『
ト
ゥ
バ
紀
行
』
岩
波
文
庫
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